
 

 地域密着型サービス 運営推進会議 報告書  

（ 令和６年度 第１回 ） 

 

施 設 名 ： グループホームやまもも 

 

施設種類 ： 認知症対応型共同生活介護  

日  時 ： 令和６年 5月 21日（火）  14時 00分～ 

会  場 ： 伊野本陣 ミーティングルーム 

 

出 席 者 ： 

利用者家族様の代表 高齢者あんしん支援センター 

地区住民の代表 出雲市職員 

地区民生委員 伊野コミュニティセンター所長 

 

 

 

 

（議題） 

 

１）利用状況報告 

２）詳細報告 

３）活動報告 

４）その他、意見交換 

 

 

 

 

 

 

 



１．利用状況  ( 令和 6年 4月 30日現在 ） 

（１）登録者数   9名 （ 男性 3名／女性 6名 ）   

 新規契約者 ･･･ 1名     

 契約解除者 ･･･ 1名 

        待機者  4名     

 

（２）介護度別入居者数 

 
要介護度 

平均介護度 
1 2 3 4 5 

入居者 2人 ３人 2人 1人 1人 2.6 

 

（３）平均年齢 

                     

 

 

                            

２．詳細報告  

 （１）入退所について 

     ・ 93歳の女性 要介護 2の方 4/1に入所。 

      自宅で息子夫婦と暮らしていたが、医療面の体調管理が難しく施設入所を希望された。 

・ 89歳の男性 要介護 2の方 3/1に退所。  

  主治医より指示を受けながら看取りケアを行っていた。 

   3/1にお亡くなりになる。 

 

     （２）体調について 

     ・M.S様 傾眠状態、身体のせつさ、むくみあり。3/22に受診。レントゲン、採血は異常な

かったが心不全の持病もあり再度入院となる。 

 

3月中頃より小規模多機能型居宅介護もくせいでコロナウイルス感染が拡大。一旦落ち着く 

が 4月に入ってグループホームやまももの入居者 3名、職員 1名が次々と感染。 

感染拡大防止のため、それぞれの居室で過ごしてもらいながらの生活を送って頂いた。   

 

  （３）ヒヤリハット報告 

場所 居室 ホール 
風呂・
脱衣場 

トイレ 離設 合計 

件数 7 1 0 0 0 6 

       最高年齢 最低年齢 平均年齢 

入居者 93歳 74歳 86.9歳 



     ・普段、車イスをご利用の方。夜間、居室で布団を敷いて休んでいるが、立って居室入口 

まで出て来られた。（3回） 

     ・訪室すると居室の床に座っておられた。転倒された様子はなくご自分でベッドから降り 

られたと思われる。（2回） 

     ・夜間、訪室すると居室の床の上で寝ておられた。転倒された様子ではなかった。（1回）   

     ・自操中の他利用者の車イスにつかまり椅子から立ち上がろうとされたが、職員が気づき 

即座に対応する。 

   

（４）事故報告                                                

場所 居室 ホール 
風呂・
脱衣場 

トイレ 離設 合計 

件数 5 2 0 0 0 7 

① 職員と利用者数人でカードゲームをしていた時、横で見ていた利用者がカードを手に取り 

口に入れられる。 

      ② 居室にて訪室すると、転倒されていた。負傷はされていません。（2回）  

      ③ 居室にて車椅子から降りようとして尻もちや転倒をされる。負傷はされていません。（3回）   

④ ホールで椅子から立ち上がり歩き出した際に、自分の足に引っ掛かり転倒される。負傷は

されていません。 

         

 ◆ 事故報告の見解  

   ①について 

食べ物のイラストが描かれたカードだったので、食べ物と勘違いして口に入れたと思われる。 

職員がすぐに気づき、口の中のカードを出した。 

②について 

   いずれもベッドから立ち上がった際、バランスを崩して転倒したと思われる。コロナウイルス 

感染拡大防止のために居室で過ごしてもらっていたので、普段より見守りが不十分だった。 

普段はほとんどホールで過ごされており、転倒などはありません。 

③について 

前回から何度も報告してきた利用者。車椅子の操作の理解不足、太りすぎや筋力低下が原因と 

して考えられる。何度も検討会をしているが良い対策が見つかっていない状況。引き続き対策 

を検討する。ご家族にも状況をご理解いただいている。 

④について 

認知症の進行が最近急速に見られている方。精神的不安感が大きく、常に見守り付き添いが 

必要な状態。視野狭窄や両膝の痛み、精神的なものから歩行不安定になることがある。 

付添いをしていたが、立ち上がりを確認し、歩き出したので過信し他の利用者に目を向けた 

矢先のことで、過信せずきちんと付き添いをするように職員内で話し合う。 

また、主治医に相談をして薬の調節も行っている。 

     

                                     



 

（５）苦情報告 

    特にありません。 

 

 3．活動報告 

< 行事報告 > 

3月６日（水）ひな祭り会   

         恒例行事となりました、ひな祭り会をしました。昼食には手巻き寿司の 

        ひな祭り御膳を美味しく頂き、午後のお茶には職員が作った三食ゼリー 

と甘酒でお祝いしました。 

 

3月 7日（木）グループホーム相談員 来所 

          グループホームに相談員 2名が来所されました。入所されている利用者さん 

           一人一人にちゃんと話を聞いてくださいました。 

 

3月 19日（火）運営推進会議   

        令和５年度 第６回、運営推進会議を開催しました。 

                今回も施設にて、皆さんにお集まりいただき話し合いができました。 

 

４月 16日（木）グループホーム相談員 来所 

          先月に引き続きグループホームに相談員 2名が来所されました。先月とは 

違う相談員さんでしたので、また違った感じで利用者様に寄り添い、話を 

聞いてくださいました。 

 

   

3月中旬頃に小規模多機能型居宅介護施設でコロナウイルスに感染が広まり、クラスターが 

発生。4月に入ってグループホームにも感染が拡大する事態になりました。 

ちょうど、お花見遠足を行う段取りをしていましたが、残念ながらイベントは中止となって 

しまいました。 

天気のいい日に、近くの満開の桜を見に行ったり、菜の花畑に出向き、風景を楽しみました。 

 

< 研修・活動 >  

    3月 27日（金） 出雲市 集団指導 ・・・施設長、職員１名 

      施設内でのコロナウイルス感染拡大のため、会場での視聴は自粛し各自オンラインに 

よる視聴となりました。 

 

 



４．意見交換 

  

   Q．あんしん）最近、施設の面会はどのようですか？ 

Ａ．管理者）面会は行っています。面会の時間という枠はありませんので、早朝や夜以外でしたら 

       いついらしても大丈夫です。最近になって、施設内でまたコロナ感染者が出たり、 

まだ流行しているというニュースも聞くので、面会場所は、玄関ホールでお願いして 

います。 

      看取りの場合は、時間制限もなく居室にも入ってもらっています。 

 

                   


